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第１回障がい児部会（書面開催）において寄せられた 

「障がい当事者部会の部会員へ聞きたい内容」に対する、当事者部会からの意見について 

 

障がい当事者部会の部会員へ聞きたい内容 

それぞれのお立場から、小児期の療育や保育、教育、医療などについて、あったら良いなと思う

支援や、改善してほしい（ほしかった）支援はありますか？ 

障がい当事者部会でのご意見 

・お母さんが相談するケースは多いと思うが、保護者だけではなく、家族全体（祖父・祖母・兄

弟含めて）への障がい者理解の啓発やサポート体制をどのようにするかが、安定して子育てし

ていくための糧になる。 

・相談窓口など、次につながるためのヒントをいただけるかというところが大事。ここに来ても

あなたの質問には答えられません、では、路頭に迷う。次に何かつなげるために一緒になって

必死に探していただけると、その思いがないと子育ては大変。 

・眼科医は治療には熱心だが、生活や仕事のケアまで助言してくれる医師はまだ少ない。医療と

区の福祉施設、支援団体の連携体制を整えることが急務であると考える。 

・他区では、個別の支援シートを活用して、就学前から就学後にかけて、必要な支援をなされて

いるところもある中で、小 1の壁など、親も子供もそれまでの環境が変わり、入学する際、す

ごく大変な思いをするというのが、未だに変わっていない。引っ掛かりなくというのは難しい

と思うが、先生方と今まで支援してきた方たちがうまく引き継いでいかれるように、支援シー

トを活用してほしいと思う。 

 

障がい当事者部会の部会員へ聞きたい内容 

（障がいを持つ子の保護者や支援者の方がお答えください） 

当事者ではなく保護者や支援者の支援として、あったら良いなと思う支援や、既にあって今後

も継続して欲しい支援はありますか？ 

障がい当事者部会でのご意見 

・中学部の方のお話。お子さんを常時支援していた方が亡くなり、ご家族が非常に困惑してい

た。特別支援学校の重度のお母さんたちはほんとに勉強している。しかし、そうじゃない方

は、福祉サービスを使っていない方が多い。今までの支援者がいなくなったとき、とても困

っているという状況がつい最近あった。福祉サービスが使われるように、もっとわかりやす

く伝えていけたらなと思う。 

 

令和 3 年度 第 2 回 障がい児部会 

令和 4 年 1 月 26 日（水） 資料１ 


